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受
賂
書
主
要
丈
献
目
録

受
贈
書
主
要
文
献
目
録

（
昭
和
二
九
年
九
且
分
）

は
　
し
　
が
　
き

最
近
、
當
決
琳
研
究
會
（
ま
乗
は
法
墨
部
餌
究
室
）
宛

に
寄
贈
さ
れ
る
書
籍
お
よ
ぴ
難
誌
は
・
か
な
り
多
勲
に
上

り
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
多
大
の
便
宜
が
あ
兎
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
感
謝
に
牝
え
な
い
し
だ
い
で
あ

ろ
2
そ
こ
で
、
今
後
本
欄
に
、
受
贈
書
を
明
記
し
て
、
御

寄
贈
下
さ
つ
穴
各
位
に
鋤
し
・
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と

竜
に
ヤ
受
贈
書
の
主
な
る
内
容
を
竜
掲
徽
し
て
、
同
學
の

便
宜
粒
圖
ろ
こ
と
と
し
牝
o

凡

例

一
、
．
捉
敢
は
き
和
書
お
よ
ぴ
中
國
書
6
洋
書
に
大
別
し
、

そ
れ
ぞ
れ
軍
行
書
・
難
誌
ご
と
に
到
碧
順
に
よ
る
o
但

し
、
週
刊
・
旬
刊
の
ご
と
き
嬉
の
は
、
適
宜
に
ま
と
め

て
お
い
た
o

二
、
内
容
細
目
は
，
買
敷
の
都
合
上
－
原
則
と
し
て
、
軍

行
書
は
目
次
の
糧
度
に
，
、
ま
柔
難
誌
は
主
要
な
論
｝
論
●

資
料
の
み
に
限
定
す
る
〇

三
、
原
則
と
し
て
法
學
、
陶
政
治
學
、
肚
會
學
に
開
係
あ
る

も
の
に
限
り
、
全
ぐ
關
係
の
な
い
竜
の
は
割
愛
す
る
o

司
法
統
計
年
報
（
昭
和
二
七
年
）

　
　
葛
・
刑
事
編
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

法
制
局
意
見
年
報
（
一
巻
）

　
　
企
業
會
計
（
六
巻
一
〇
號
）

現
物
出
資
の
滅
失
と
會
肚
資
本

株
式
配
當
と
無
償
交
付
（
二
）

イ
ギ
リ
ス
會
肚
法
概
説
（
七
）

法
制
局
圖
書
館

中
央
趣
濟
祉

　
高
鳥
　
正
夫

　
吉
田
　
　
昂

　
小
町
谷
操
三

ア
ジ
ア
輕
濟
旬
報
（
二
二
六
號
－
二
二
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
國
碑
究
所

都
市
問
題
研
究
（
六
巻
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
市
問
題
硯
究
會

　
　
（
な
お
、
本
誌
に
つ
い
て
は
、
最
近
つ
ぎ
の

　
　
よ
う
に
バ
ッ
ク
・
ナ
ン
バ
ー
の
寄
一
贈
を
受

　
　
け
た
。
二
集
－
七
集
、
一
一
集
、
コ
一
集
、

　
　
一
四
集
ー
二
四
集
、
四
巻
一
號
i
六
號
、

　
　
五
巻
一
號
－
六
號
、
八
號
、
九
號
、
六
巻

　
　
一
號
－
四
號
）

　
　
公
法
研
究
（
一
〇
號
）

天
皇
の
憲
法
上
の
地
位

参
議
院
の
存
在
理
由
に
付
い
て

　
有
斐
閣

黒
田
　
　
畳

八
六

（
七
八
O
）

　
　
ー
第
二
院
に
付
い
て
比
較
法
的
考
察
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
橋
友
四
耶

抗
告
訴
訟
の
要
件
と
し
て
の
襟
利
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
貝
　
脩
一

法
令
全
書
（
昭
和
二
九
年
六
月
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
藏
省
印
刷
局

　
　
立
命
館
法
學
（
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
學
人
丈
科
學
研
究
所

不
作
爲
を
命
じ
る
假
盧
分
　
　
　
　
　
吉
川
大
二
郎

「
教
育
二
法
案
」
と
日
本
の
國
際
的
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
芝
　
確
ミ

　
　
同
志
肚
法
學
（
二
四
號
）
　
同
志
肚
法
學
會

イ
ギ
リ
ス
地
方
自
治
制
の
登
達
（
一
）
高
橋
貞
三

雫
議
樺
に
つ
い
て
の
試
論
　
　
　
　
　
恒
藤
　
武
二

計
叢
化
と
自
由
再
論
　
　
　
　
　
　
　
小
松
堅
太
郎

日
本
に
お
け
る
近
代
政
治
思
想
の
前
提
（
績
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
信
司

　
　
彦
根
論
叢
（
］
九
號
）
滋
賀
大
學
経
濟
學
會

名
碁
革
△
叩
と
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
　
白
杉
庄
一
郎
”

勢
災
保
瞼
の
「
業
務
上
」
に
つ
い
て
　
西
川
　
蓮
雄

　
　
同
（
二
〇
號
）

組
合
の
分
裂
と
ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
川
　
蓬
雄

　
　
法
學
新
報
（
六
一
巻
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
央
大
學
法
學
會

國
際
私
法
に
お
け
る
債
椹
の
治
滅
時
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桑
田
　
三
郎

　
　
同
（
九
號
）

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
公
務
員
に
勤
し
て
忠
誠
宣
誓
義

　
務
を
課
す
る
法
律
の
違
憲
性

　
　
ー
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
最
高
裁
判
所
判
決
の
碍

　
　
　
究
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本
重
頼

現
代
政
治
と
騨
話
（
一
）
　
　
　
　
森
田
　
　
康

　
　
脛
螢
一
者
（
八
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
経
管
者
團
禮
連
盟

　
　
警
察
研
究
（
二
五
巻
八
號
）
　
良
書
普
及
會

警
察
法
の
改
正
と
日
本
の
民
主
主
義
　
齋
藤
　
　
昇

新
警
察
法
の
本
義
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
達
夫

判
例
ピ
ケ
ツ
テ
ィ
ン
グ
論
の
一
考
察
　
紳
山
　
欣
治

　
　
自
治
研
究
（
三
〇
巻
九
號
）
　
良
書
普
及
會

知
裏
官
選
論
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
俵
　
　
静
夫

通
常
受
け
る
損
失
の
補
償
（
三
）
完
　
高
田
　
賢
造

地
方
團
畦
の
會
計
検
査
　
　
　
　
　
　
山
田
　
幸
男

　
　
　
　
受
賂
書
主
要
丈
献
目
録

　
　
イ
ン
ヴ
ェ
ス
ト
メ
ン
ト
（
七
巻
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
誰
雰
取
引
所

　
　
螢
政
時
報
（
一
二
九
七
號
－
一
三
〇
〇
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
務
行
政
礁
究
所

　
　
勢
働
経
濟
判
例
速
報
（
五
巻
三
二
號
－
二
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
経
連
事
務
局

　
　
日
螢
研
資
料
（
七
巻
三
三
號
ー
三
五
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
本
勢
働
碑
究
所

　
　
勢
働
法
令
逼
信
（
七
巻
三
二
號
－
三
五
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
法
令
協
會

　
　
世
界
週
報
（
三
五
巻
二
六
號
！
二
八
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
事
通
信
杜

　
　
金
融
法
務
富
情
（
四
五
號
、
四
六
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
融
財
政
事
情
研
究
會

　
　
．
静
働
法
律
旬
報
（
一
七
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
法
律
旬
報
肚

勢
働
基
準
法
諸
規
則
の
改
悪
と
劣
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
長
英
三
郎

操
業
短
縮
の
た
め
の
休
日
檜
加
と
休
業
手
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
静
治

　
　
同
（
一
七
四
號
）

ア
メ
リ
カ
勢
働
組
合
の
組
織
と
蓮
管
　
櫻
林
　
　
誠
，

　
　
同
（
一
七
五
號
）

言
論
思
想
の
自
由
と
勢
働
組
合
　
　
　
玉
田
　
弘
毅
、

北
九
州
に
お
け
る
レ
ツ
ド
パ
ー
ジ
反
到
訴
訟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
諌
山
　
　
博

　
　
同
（
一
七
六
號
）

會
杜
更
生
法
と
勢
働
組
合
　
　
　
　
　
櫓
永
　
　
慰
瞬

　
　
裁
判
所
時
報
（
一
六
六
號
、
　
一
六
七
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
事
務
総
局

　
　
公
正
取
引
（
五
一
號
）
　
　
公
正
取
引
協
會

　
　
選
墨
（
七
巻
九
號
）
　
　
　
　
自
　
治
　
聴

選
畢
公
螢
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
原
次
吉
郎
－

　
　
名
城
法
學
（
四
巻
二
號
）
名
城
大
學
法
學
會

ド
イ
ツ
刑
法
思
想
の
登
展
と
未
途
・
不
能
犯
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
山
　
富
央

　
　
中
小
企
業
協
同
組
合
（
九
巻
九
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
中
小
企
業
團
髄
連
盟

　
　
季
刊
法
律
學
（
一
八
號
）
　
　
有
　
斐
　
閣

　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
七
八
一
）



　
　
　
　
受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

権
力
分
立
と
司
法
椹
の
狽
立
　
　
　
　
小
島
　
和
司

司
法
椹
濁
立
の
政
治
的
意
義
　
　
　
　
横
越
　
英
一

議
院
の
國
政
調
査
椹
と
司
法
椹
の
濁
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
西
　
芳
雄

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
司
法
椹
　
　
　
　
下
山
　
瑛
ニ

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
司
法
椹
　
　
　
恒
藤
　
武
ニ

ソ
ヴ
ェ
ト
同
盟
お
よ
び
人
民
民
主
主
義
諸
國
に
お

　
け
る
裁
判
官
　
　
　
　
　
　
　
　
稻
子
　
恒
夫

　
　
商
纒
法
論
叢
（
四
巻
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
奈
川
大
學
商
紹
法
學
會

報
疵
あ
る
訴
訟
行
爲
と
そ
の
治
癒
の
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
英
雄

無
記
名
株
券
の
採
用
提
唱
論
　
　
　
　
千
野
　
國
丸

経
螢
協
議
會
か
ら
経
螢
組
織
法
ま
で

　
　
ー
西
狗
に
お
け
る
勢
働
者
の
経
螢
蓼
加
の
現

　
　
　
朕
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
　
壽
夫

違
法
性
阻
却
原
由
　
　
　
　
　
　
　
尾
後
貫
荘
太
郎

　
　
同
（
五
巻
一
號
）

　
　
山
ロ
経
濟
學
雑
誌
（
五
巻
三
・
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
大
學
経
濟
學
會

ド
イ
ッ
初
期
枇
倉
主
義
に
つ
い
て
　
　
内
旧
　
一
男

　
　
中
國
資
料
月
報
（
七
八
號
）

中
華
人
民
共
如
國
憲
法
草
案

中
國
研
究
所

　
　
同
（
七
九
號
）

中
國
勢
働
保
瞼
の
現
欺
と
特
徴

　
　
税
法
學
（
四
四
號
）

ド
イ
ツ
税
法
調
整
法
の
硯
究
（
二
）

　
　
ー
租
視
基
本
法
制
定
の
た
め
1

物
品
視
蓮
脆
犯
の
構
成
要
件
（
一
）

　
　
ー
判
例
を
中
心
と
し
て
1

米
國
所
得
稔
法
に
お
け
る
家
族
の
課
税

日
本
視
法
學
會

中
川

須（河
貝二村

）

郎
澄
夫

脩
一

　
　
神
戸
商
科
大
學
紀
要
（
二
）
神
戸
商
科
大
墨

イ
タ
リ
ア
民
法
に
於
け
る
法
定
相
績
　
風
間
　
鶴
士
認

わ
が
商
法
に
お
け
る
新
株
引
受
椹
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
境
　
　
一
郎

　
　
季
刊
勢
働
法
（
コ
ニ
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢
働
法
學
研
究
所

團
膿
的
賃
金
決
定
の
一
つ
の
問
題
　
　
氏
原
正
治
郎

最
低
賃
金
と
賃
金
原
則
　
　
　
　
　
　
角
田
　
　
豊

賃
金
格
差
と
そ
の
原
因
　
　
　
　
　
　
石
崎
　
唯
雄

國
鐵
の
解
雇
三
役
再
懸
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
（
討
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
照
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
妻
　
光
俊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
　
與
一

ユ
ニ
オ
ン
・
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
八
八
　
　
　
（
七
八
二
）

ー
最
近
の
判
例
の
綜
合
研
究
i
　
後
藤

清

　
　
比
較
法
雑
誌
（
二
巻
二
・
三
・
四
合
併
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
比
較
法
研
究
所

イ
ラ
ン
石
油
國
有
化
法
の
國
際
的
敷
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
直
治
郎

國
有
化
の
國
際
的
敷
力
　
　
　
　
　
　
横
田
喜
三
郎

國
有
化
法
の
國
際
的
敷
力

　
　
－
主
と
し
て
國
際
私
法
の
観
黙
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
川
　
英
文

國
際
法
優
位
性
の
限
界

　
　
ー
イ
ラ
ン
石
油
事
件
に
關
連
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
卒
　
善
梧

　
　
警
察
學
論
集
（
七
巻
九
號
）
　
警
察
大
學
校

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
黛
資
金
の
規
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
正

サ
デ
ィ
ス
ト
・
キ
ュ
ル
テ
ン
の
人
格
、
生
立
ち
並

　
び
に
犯
罪
の
心
理
學
的
考
察
　
　
　
吉
盆
　
脩
夫

表
情
の
刑
事
心
理
學
的
考
察
（
下
）
　
南
波
杢
三
郎

第
十
九
國
會
に
お
い
て
改
正
さ
れ
た
保
安
關
係
二

　
法
律
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
根
　
廣
丈

防
衛
隠
設
置
法
及
び
自
衛
隊
法
の
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
瀬
　
忠
雄

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
チ
ャ
プ
マ
ン
佛
蘭
西
地
方
行
政
序

　
説
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
秀
之



　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
（
六
五
独
）
　
有
斐
閣

，
公
訴
事
實
の
同
一
性

　
　
ー
最
近
の
論
説
に
因
ん
で
ー
　
　
伊
蓬
　
秋
雄

國
際
商
事
仲
裁
制
度
と
民
事
訴
訟
法
改
正
の
必
．
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
關
口
　
猛
夫

土
地
匪
叢
整
理
法
に
つ
い
て
　
　
　
　
鶴
海
良
一
郎

統
計
月
報
（
五
巻
八
號
）
大
阪
讃
券
取
引
所

　
　
早
稻
田
政
治
経
濟
學
雑
誌
（
二
一
六
・

　
　
　
二
一
七
合
併
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
早
稻
田
大
學
政
治
纏
濟
學
會

肚
會
史
観
の
諸
間
題
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
繁
隆

ア
メ
リ
カ
封
外
政
策
の
理
想
主
義
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
健
藏

止
連
邦
制
度
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
㌦
術
水
　

望

世
界
月
報

　　ハ
　　九

　　巻

　　七
　　號

外）
務
省
情

報
文
化
局

世
界
の
動
き

（
一
一
二
一
號
）

　
　
　
外
務
省
情
報
文
化
局

東
京
大
學
新
聞
研
究
所
紀
要
（
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
學
新
聞
研
究
所

　
　
受
贈
書
主
要
丈
献
目
録

原
子
爆
弾
の
報
道

　
　
i
そ
の
限
界
と
制
約
－
　
　
　
　
高
松
棟
一
郎

マ
ス
・
コ
、
・
三
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
藝
術
的
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
　
　
初
彦

内
容
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
（
上
）
　
池
内
　
　
一

通
信
杜
の
國
際
關
係
の
登
展
　
　
　
　
殿
木
　
圭
一

近
代
新
聞
史
研
究
方
法
論
序
説
　
　
　
内
川
　
芳
美

　
　
剛
橋
論
叢
（
三
二
巻
三
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
橋
大
學
一
橋
摯
會

法
學
と
肚
會
學
的
方
法

　
　
ー
螢
働
法
理
論
を
中
心
と
し
て
1
吾
妻
　
光
俊

　
　
同
（
四
號
）

『
五
反
蓮
動
』
の
性
格
に
つ
い
て
　
　
石
川
　
　
滋

磐
漢
鐵
路
風
潮
の
経
過

　
　
ー
辛
亥
革
命
の
一
断
面
ー
　
　
　
内
田
　
直
作

中
國
内
職
と
國
際
法
　
　
　
　
　
　
大
耶
　
善
梧

中
國
共
産
黛
の
公
式
文
件
に
現
わ
れ
た
「
封
建
」
及

　
び
「
反
封
建
」
と
言
う
語
の
意
味
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
松
　
肪
次

　
　
脛
濟
學
雑
誌
（
三
〇
巻
三
・
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
市
立
大
學
纒
濟
研
究
會

産
業
螢
働
研
究
所
報
（
八
號
）

　
　
　
　
　
　
九
州
大
學
産
業
勢
働
研
究
所

一
八
・
二
四
年
法
以
後
の
イ
ギ
リ
ス
救
貧
法
の
號
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
〆
、
雲
一
郎

杜
會
主
義
の
基
本
問
題
（
五
）
　
　
　
柳
　
　
春
生

　
　
経
濟
導
報
（
三
八
二
號
ー
三
八
五
號
）

學
　
習
（
五
八
撹
ー
ヒ
四
號
）
學
観
雑
誌
杜

八
九

（
七
八
三
）


